
1．はじめに

当校住居環境科において最も求人数が多く、卒

業後の進路としても最も多いのが建築施工管理職

である。したがって、建築施工管理業務における

実践技術者の育成は、住居環境科のカリキュラム

構成上、最も需要であるといえる。

現在、当校住居環境科におけるカリキュラムに

は、建築施工管理業務に関する内容を含んだ科目

は多岐にわたり存在するが、中でも大きな学習効

果が期待できるのは、やはり実物大の建物を建て

る実習科目である。具体的な科目名を上げると、

「建築施工実習Ⅰ」、「建築施工実習Ⅱ」、「仕上げ

実習Ⅰ」、「仕上げ実習Ⅱ」の 4 科目であり、その

内容は、「建築施工実習Ⅱ」のみが鉄筋コンクリー

ト造（以下、RC 造）の躯体施工実習、それ以外

は木造施工関連の実習となっている。

建築施工管理職に就いた卒業生は、その多くは

中小の建設会社に所属することとなるが、そこで

彼らが最も多く担当する現場は、鉄骨造、RC 造

の施工現場である。そして、現場管理者として一

番注意を払わなければならないのは RC 造の施工

現場である。それは、木造や鉄骨造は加工をあら

かじめ工場で済ませ現場では組立てのみを行う

一方、RC 造は現場生産が主流で工事期間も長く、

現場管理の良否が躯体の良否に直結するためであ

る。それ故、RC 造工事の管理ポイントは多岐に

わたり、一般には、現場経験を相当数踏まなけれ

ば、それらの技術を身に付けることはできない。

しかしそこで、学生のうちに RC 造の現場を模

擬体験しそれら技術（＝現場力）を身に付けてお

けば、建築施工管理職を目指す学生にとっては大

きな強みとなる。難しいことではあるがそれを実

現させれば、他大学との差別化も図ることができ、

当校住居環境科としての強みにもなると考える。

そのためには、現在の「建築施工実習Ⅱ」で行っ

ているような RC 造施工実習の充実を図る必要が

ある。しかしながら、当校を含め、機構の居住系

指導員は木造住宅施工を主に得意とする者が多く、

RC 造の施工を得意とする指導員は数少ない。当

方も例外ではなく、これまで木造住宅施工を主に

担当していたため、今回の取組み以前は、RC 造

施工に関する知識は基礎的なものしか無く、自身

の知識不足、技術不足は否めない状態であった。

2．科目「建築施工実習Ⅱ」の担当

そこで、まずは自身の知識不足、技術不足を解

消すべく、当初、別の指導員が担当していた「建

築施工実習Ⅱ」に自ら参加を申し出て、学生と一

緒に実習に参加することとした。そうして実習で

行っていることを網羅し、自己研鑽を重ねたうえ

で、次年度からの担当を申し出た。申し出は受け

入れられ、次年度から元々担当されていた指導員
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と組み、自らが中心となって担当させていただい

た。更に、書籍 1） 2） による自己研鑽や研修の受講、

現場見学を重ね、その指導員の方が異動となった

後も 3 年間、当方のみで実習担当し、知識と技術

の積み重ね（下積み）を行った。

しかし、担当すればするほど、より効率的に精

度よく施工するにはどうすればよいのか、実際の

現場ではどのように施工されているのか、施工管

理上の要点は何なのか等、多くの疑問点が浮かび

上がってきた。自己研鑽による独学で何とかしよ

うと試みたが、解明には至らなかった。

3．ものづくりマイスターとの出会い

そのような中、島根県職業能力開発協会から、

「ものづくりマイスター制度」新設の紹介があっ

た。これは、高度な技能を持ったものづくりマイ

スター（以下、マイスター）が競技大会の課題等

を活用し、中小企業や教育訓練機関で広く若年技

能者への実技指導を行い、効果的な技能の継承や

後継者の育成を行うものである。以下に、マイス

ターの概要図を示す。（図 1）

図 1 ものづくりマイスターの概念図

対象分野は 100 を超える建設業、製造業に該当

する職種で、その中には RC 造工事の要となる鉄

筋施工、型枠施工の職種もあった。

そこで平成 26 年度において、当該制度を活用

し 2 名の鉄筋施工マイスターを招いて技術指導を

していただくこととした。後述する型枠施工マイ

スターも含め、これらマイスターの方々との出会

いが、今後 RC 造施工実習の充実を図るうえでの

大きなきっかけであった。

実習課題は、技術要素が多く盛り込まれていて

短期間での指導に適した技能検定 2 級課題とした。

実習が始まると、学生達はマイスターの巧みな技

を目の当たりにし、大変感銘を受けていた。また、

マイスターの分かり易い細やかな指導もあり、実

習後は「今回の授業はすごく面白く、勉強になっ

た。」などの声が上がっていた。当方においても、

これまでの疑問点の多くを質問し解明することが

でき、大変充実した時間であった。以下にその様

子を示す。（図 2）

図 2 鉄筋施工マイスターによる実技指導

4．科目「施工管理技術」の構築

平成 26 年度にマイスター制度を活用したのは、

建築施工実習Ⅱの科目内である。そのため、もと

もと実施していた内容を一部短縮して活用する必

要があった。しかし、建築施工実習Ⅱで実施して

いる型枠工事と絡めた実習形態は、RC 造の施工

管理技術について学習するうえで最も重要である

ため、なるべくそのまま維持していきたかった。

したがって、今後もマイスターによる実技指導を

継続していくには、実習科目の拡充が必要である

と感じた。そこで、平成 27 年度からはこれらの

実技指導を賜る場所として、コース制導入に伴い

追加した大工・施工管理コースの科目「施工管理

技術」とした。
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そして更に、型枠工事の技術要素も指導してい

ただくため、再度島根県職業能力開発協会から 2
名の型枠施工マイスターを紹介していただき、実

演及び実技指導をして頂けることとなった。

4-1．実習内容及び課題の検討

実習内容は、マイスター達との打合わせの結果、

型枠施工と鉄筋施工それぞれの技能検定 2 級課題

を実演、実技指導いただくこととした。図 3 に型

枠施工課題、図 4 に鉄筋施工課題の完成写真を示

す。

図 3　技能検定 2 級（型枠施工）課題

図 4 技能検定 2 級（鉄筋施工）課題

また、併せて型枠施工マイスターに担当現場の

見学依頼を、鉄筋施工マイスターに鉄筋加工場の

見学依頼をし、了承をいただいた。なお、それぞ

れの知識的な施工管理上の要点については、別途、

座学形式にて科内の指導員が説明することとした。

時間配分については、型枠施工マイスターが 20
時間、鉄筋施工マイスターが 16 時間の合計 36 時

間とした。（それぞれの内訳を表 1 に示す。）なお、

これ以外の時間に各工事別の施工管理上の要点説

明を、科内の指導員が座学にて 36 時間実施して

いるが、それについては割愛する。

表 1　平成 27 年度におけるマイスター制度活用

4-2 実習の実施結果と考察

実習全体としては、多少の日程の変更等が発生

したが概ね予定通り進行した。以下に実習の様子

を示す。（図 5 ～図 8）

図 5　技能検定 2 級（型枠施工）の実技指導

図 6　RC 造の施工現場見学

内容 時間

型　

枠

1 型枠加工図の見方・材料取り 4ｈ
2 型枠原寸図の作成 4ｈ
3 型枠材の墨付け・加工 4ｈ
4 型枠の組立 4ｈ
5 RC造の現場見学 4ｈ

鉄　

筋

6 配筋図の見方・材料取り 4ｈ
7 鉄筋加工場見学・加工体験 4ｈ
8 マイスターによる配筋実演 4ｈ
9 配筋実習（実技指導） 4ｈ
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図 7 　鉄筋加工場での加工体験

図 8　技能検定 2 級（鉄筋施工）の実技指導

RC 造建物の施工現場見学ではマイスターによ

る詳しい解説もしていただき、学生達に貴重な体

験をさせることができた。また、鉄筋加工場見学

では実際の加工体験までさせていただくことがで

き、学生達が楽しんで受講している姿を伺うこと

ができた。しかし、検定課題に関してはというと、

鉄筋については、現場での施工上の要点がある程

度把握できる課題となっていたが、型枠について

は、マイスター自身も言っていたことではあるが、

課題を通して習得する要素と、現場管理者として

型枠工事上必要となる要素が少し異なっており、

次年度以降の実施に向けて、課題の見直しが必要

であるようだった。

5．科目「施工管理技術」の課題変更、

及び科目「建築施工実習Ⅱ」の再構築

平成 28 年度から、マイスター制度が活用できな

くなってしまったが、学生から大変好評であったた

め、以降は部外講師として来ていただくこととした。

5-1．科目「施工管理技術」の型枠課題の変更

平成 28 年度も引き続き、科目「施工管理技術」

を実施することとしたが、前回の反省点を活かし、

型枠用の課題を変更することとした。しかし、果

たしてどういった課題が今回の実習に適している

か、現場経験のない当方には分かりかねた。そこ

で、型枠マイスターに実習課題の考案を依頼する

こととした。幸いにも快くご承諾いただいたうえ、

説明用の模型まで作成していただける運びとなっ

た。以下に、ご提案頂いた新課題の図面を示す。（図

9 ～図 11）

図 9　型枠課題の施工図（抜粋）

図 10 型枠課題の加工図（抜粋）
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図 11　型枠課題の模型（説明の様子）

この課題は柱、梁、壁、開口部、スラブを組み

合わせた実践的な課題となっており、それぞれの

部材同士の兼ね合いにも少し変化をつけてあるた

め、型枠の施工上、注意を払うべきポイントが数

多く盛り込まれている。マイスター自身も、今後

この課題を新規職員教育に使用していきたいと述

べており、他にはない、学習効果の高い課題を考

えていただくことができた。

時間の関係上、今回の実習では課題の右半分の

みを作成することとした。科目全体の工程は、概

ねこれまでと同じ時間内で納まり、課題の変更に

よる影響はほとんどなかった。なお、RC 造の施

工現場見学についても、前年度とは違う現場を紹

介していただき案内していただくとともに、鉄筋

施工マイスターも部外講師に招いて、前年度同様

の内容で実施した。

5-2．科目「建築施工実習Ⅱ」の課題変更

科目「施工管理技術」の型枠課題がかなり実務

的で内容の濃い課題となったため、「建築施工実

習Ⅱ」においても、平成 28 年度からこの課題を

使用することとした。さらに、当該実習でも型枠、

鉄筋双方のマイスターを部外講師として招き、直

接指導していただくこととした。しかし、実習課

題の変更、及び部外講師の活用を図るうえで、事

前に解決しておかないといけないいくつかの課題

が浮上した。以下①～③にその課題を示す。

①　型枠、鉄筋双方の部外講師を同日にお願いす

ることはできないため、どちらの講師をいつ

お願いするか、念密な計画が必要である。

②　当該課題における、鉄筋の関係資料（配筋図

や加工図）が一切無い。

③　「建築施工実習Ⅱ」は全員が受講する科目で

あり、大工・施工管理コースの学生は「施工

管理時技術」で当該内容の基礎は習得済みで

あるが、設計デザインコースの学生は基礎か

らの習得である 。
そこで、①に対する対応としては、これまでの

当方の実習担当経験から作業時間を予想し、双方

のマイスターに相談しつつ、念密な工程表を作成

することとした。作業の進行が予想と違った場合

の対処方法も含め色々な事態を想定して作成し、

臨機応変に変更できるよう工程に幅を持たせた。

以下に、大まかな工程表を示す。（表 2）

表 2 平成 28 年度「建築施工実習Ⅱ」工程表

また、②についての対応としては、当方ですべ

ての資料を作成することとした。構造計算を行っ

たうえで配筋を決定し、配筋図及び加工表（絵符）

までを作成し、鉄筋施工マイスターに最終チェッ

クしていただいた。以下に、それら資料の一部を

示す。（図 12 ～図 13）

講師分類 内容

1
午前

部内 旧モデル解体・足場組立
午後

2
午前

部内 概要説明
午後

3
午前

型枠
加工図

午後

加工
4

午前
型枠

午後

5
午前

鉄筋 柱（拾い・加工・組立）
午後

6
午前

型枠 柱・内側（組立）
午後

7
午前

鉄筋
梁・壁（拾い・加工・組立）午後

8
午前

鉄筋
午後 スラブ（拾い・加工・組立）

9 午前
型枠 外側（組立）

午後
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図 12　配筋図（抜粋）

図 13 鉄筋加工表（抜粋）

③に対する対応としては、両コースのメンバー

をあえて混在させて班構成し、大工・施工管理コー

スの学生が、設計デザインコースの学生に教えて

いく形式とすることとした。

実習が始まると、念密に工程を考えていた甲斐

あって、思いのほか順調に進んだ。型枠施工の部

分については、大工・施工管理コースの学生にとっ

ては良い復習となり、設計デザインコースの学生

にとっては指導者が多くいることで個々の作業が

習得し易くなっていた。鉄筋施工の部分について

は、何を準備すべきかを確認し事前に段取りをし

ておくことで、安全にかつ迅速に作業が進行した。

また、現場での事例紹介や施工の要点なども紹介

していただく余裕ができ、最後に現場でのいろい

ろな経験談まで伺うことができた。更に予定外の

項目として、型枠施工マイスターのご厚意で、技

術者として現場で重宝される「番線の結束方法」

を指導していただいた。以下、図 14 ～図 17 に実

習の様子を示す。

図 14　実習の様子（型枠の加工）

図 15　実習の様子（型枠の組立て）

図 16　実習の様子（鉄筋の曲げ加工）
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図 17　実習の様子（配筋）

6．おわりに

第一線で活躍されているマイスターの方々から

直に指導していただけるような実習は、全国でも

稀であると思う。「施工管理技術」及び「建築施

工実習Ⅱ」の双方とも、学生達の満足度が高かっ

たことは勿論、Facebook に実習風景を上げてい

たところ、卒業生や他施設の指導員など多くの方

から「自分の在学中も実施してほしかった」、「魅

力的な実習だ」等々、称賛の声をいただくことが

できた。また、当方にとっても、ここ数年で RC
造についての多くの知識、技術を身に付けること

ができ、指導員としてかなりのスキルアップを図

ることができた。当初、最終的には部内の指導員

のみで担当していくことを目標に実習補助として

入っていたが、マイスター達の技術、技能は計り

知れなく、当方が数年で追いつけるわけがないと

いう深さを感じた。学生達もその深さを感じてい

たのか、受講時の目の輝きが普段と違い、マイス

ターの言葉にいつも以上に真剣に耳を傾けていた。

実習の節々に、現場での経験談を盛り込んで説明

をしていただいたため、学生も現場をイメージし

ながら実習を受けられたのではないかと思う。

今回の取組みを通して、指導員は、実際の建築

現場と学生達とを在学中に繋ぐパイプ役を担い、

学生達に多くの方との触れ合う機会を作り、技術

や技能を目の当たりにさせ、多くの建築現場に連

れて行き、多くの経験をさせてあげられる環境を

作っていくことが、理想的な在り方なのではない

かと感じるようになった。そういった訓練カリ

キュラムとすることで、在学中に「現場力」をつ

けていくことが可能にするのだと思うし、それが

当校住居環境科に入学した学生の特権（売り）と

なり、卒業生に対する企業からの評価も上がり、

敷いては学生募集にも繋がるのではと考える。

今回、多くの方々の協力があって、当校住居

環境科における RC 造施工実習の充実化が図れた。

特に、多大なご協力を頂いたマイスターの方々の

恩恵は計り知れない。最後に、マイスターを紹介

していただいた島根県職業能力開発協会の方々、

鉄筋施工マイスターの宮本先生、神谷先生、型枠

マイスターの赤名先生、中先生に深く感謝申し上

げます。本当にありがとうございました。
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